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1 緒 言

道路管理者である国上交通省は越波や落石,ま た

は事故など危険専象の監視を目的として道路沿いに

CCTVと 呼ばれる道路監視システムを多数設置し

ている し かし,危 険事象発生時以外の映像はほと

んど利用されていない 本 研究の日的はCCTV映

像の日常映像を有効活用するために,多 目的応用を

考え道路情報の収集や提供を行 うシステムを安価に

構築することである 多 目的応用については大きく

分けて異常事象検出と交通流計源Jを考えている 異

常事象検出には越波や降雨 降 雪検出,道 路異常検

出がある 交 通流計測には地点交通量計測や地点問

旅行時間計測がある ° 本 研究では旅行時間計測を

行つている 旅 行時間とは車両がある地″点のCCT

V映 像から別の地点のCCTV映 像に映るのに要し

たH寺間のことである 旅 行時間計演l方法を構築する

ためには,各 地点のCCTV映 像を画像処理し,通

過する車両情報を精度良く取得する必要がある 車

両情報取得手段として輝度値 色 相値 彩 度により

車両分類を行つていた 輝 度値による草色分類にお

いて CCTVカ メラの設置場所によつては同
一草両

であつても日照等の条件が異なると,輝 度値を絶対

的な車両情報として取り扱 うことができないことが

現在までに確認できた 色 相値と彩度による草色分

類では各地点を通過する同
一車両において赤色や黄

色等の有彩色車は全てではないが
一
致する結果が得

られ=両 情報として取り級える部分があることを確

認できた 一 方,自  黒  シ ルバ
ー色の無彩色車両

は青色の色相値として表示されるため車両情報とし

て信頼性が欠けている 輝 度値や色相値の取得には

それぞれの計測ソフ トを使用していたが,既 存のソ

フトでは画像処理範囲や条件が限定されている等の

問題点がある そ こで,プ ログラムを構築し自由度

の高い画像処理プログラムを使用することにした

本稿では自作したプログラムを使用 し対象車両を示

色や黄色等の有彩色車を対象とし,車 両情報として

色相と彩度を使 うことによって問題点を解決するこ

とを提案する 以 下では対象車両の彩度と色相値を

計測し,計 源!した値と上流lglと下流lRlを通過 した同
一車両の比較検証を行つた

2 画 像処理アルゴリズムの説明

現在までの研究で有彩色車両の彩度は図 1で示す

ように高い値が取得できi無 彩色車両は図 2で 示す

ように低い値が多く取得できることがわかった そ

の結果から今回構築 したノログラムでは彩度を取得

するときに岡値を設定することにより,有 彩色車両

と無彩色車両をプログラム内で判別するようにして

いる

本研究で使用 しているプログラムでは彩度は 0～

100と して表示される 色 相値は 0～255で 表される

今回自作したプログラムでは連続した画像に図3の

ように画像処理を行 う範囲を設定する 画 像処理範

囲に対象車両が進入すると図4の ように画像処理範

囲に何らかの変化が起きた僚域すなわち移動領域を

表示する 変 化量が
一定の値を上回ると画像処理範

囲内の彩度が 20以 上の部分を図5の ように表示する

得られた彩度 20以 上の領域を図6の ように多角形で

囲み,多 角形の面積が
一定以上のときに彩度の最大

値ぅ最小値,平 均値を取得する 彩 度の平均値が 23

以上のときに彩度が 20以 上の部分の色相値を取得す

る 色 相値も最大値)最 小値)平 均値を取得する
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図 1 有 彩色車両の車両情報(黄色)
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図2 無 彩色車両の車両情報 (白色)



図5 彩 度 20以 上の領域

かなり低い値が得られることがわかつた 一 台の

革両が画像処理範囲を通過するまでに約 10枚の画

像を処理している 各 画像で彩度と色相値が得ら

れるが,移 動領域と彩度を囲んだ領域の数値が一

定以上の画像のみの彩度と色相値を取得している
一定以上の数値を必要としているのは,無 彩色草

が通過しても少ない画像処理回数で次の画像へと

プログラムを進めるためである 一 台の車両が回

像処理範囲を通過するまでに取得できる色相値は

約 6枚 の画像からである 本 研究では一台の車両

が画像処理範囲を通過するまでに画像毎の彩度と

色柏値を取得する そ して取得した画像ごとの色

相値と彩度の平均値を対象車両の車両情報とする

上流側と下流側を通過した同一車両の車両情報を

比較検討する

4 検 証結果と考察

今回晴れの日30分 CCTV映 像を使用しました
上流側と下流伺を通過した同一車両は 233台 である
同一車両の中で 14台の有彩色車両が画像処理範囲を
通過した 例 として図3の赤色車両で得られた結果
を表 1に示す 図 3の赤色Ⅲ両が画像処理範囲を通

過すると6枚分の彩度と色相値を取得できた 赤 色
車両は色相値 180～232,彩 度が49～60と色相値,
彩度ともに高い値が取得できた 表 1の画像 1が最

初に取得できたときの色相値と彩度)画 像 6が最後
に取得できた色柏値と彩度である そ れぞれの画像
で得られた色相値と彩度を平均した値を対象喜両の

色相値と彩度とする

表 1 赤 色車両のt●両情報

色相値 彩康

画像 1 232

画像 2

画像 3 224

画像 4

画像 5

画像 S
口
０

平均値 2125 538

3 検 証方法

本検証では対象車両の車色と色相値の比較検証

を行 う 現 在までの研究で赤や黄色等の有彩色車

は彩度が高い値が得られることが判明 した 白 や

黒色等の無彩色車の彩度は有彩色車両と比べると

4 1 上 流側有彩色車両の検証結果と考察

上流側CCTVカ メラから取得できた有彩色車両
14台の色相値と彩度を表2に示す 表 2の赤色の色

相値を見るとパラつきがあるのがわかる 今 回色相

値は0～255で取得している 色 相値は図7で示すよ

うに0と 255が円グラフでつながつている 赤 色車
両の色植値が 1266の 時の車両を図8に示す 図 8
の赤色車両は外見では赤色だが,色 相グラフでは水
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図 3 画 像処理領域

図4 移 動領域

図6 彩 度 20以上検出エリア



色の車両と判断できる 図 8の赤色車両に画像処理

をほどこすと,主 に240から10くらいの色相値を取

得できる 取 得した色相値の平均を車両の色相値と

しているため赤色車両では色相値にバラつきが生じ

る 図 9の赤色車両は画像処理を行うと250～5の色

相値が取得できた 主 に0～5の値が取得できたため

色相値が 584と なつている 色 相値をこのように取

得し計算しているので,他 の赤色主両でも色相値に
バラつきが生じている

黄色車両では検証数は少ないが2台 とも似た値が

取得できている 青 色と緑色の車両では彩度が一定

値以上取得できない場合があり車両情報を得られな
いことがある 図 10に 草両情報を取得できていな
い緑色車両を示す 図 10の 緑色車両はトラックの

市台が緑のシート覆われているときの結果である

今回車両の特徴となる色によつて色分けしているが,
緑のシートでは検出できる彩度の面積が小さい そ
のため色相値と彩度が取得できてない結果となつて
ヽ`る

養2 上 流4Rlの有彩色車両の車両情報

上流側 色相値 彩康

赤

223 4

1038 44 7

1071 395

337 37 3

1266 34 6

1772 34 8

58 4

責
47 2 50 2

401

青
145 8 38 8

撮

1155 4 2 下 流側有彩色車両の検証結果と考察

下流側CCTVカ メラから取得できた有彩色=両
14台 の色相値と彩度の結果を表 3に示す 赤 色の色

植値では上流側と同じように色相値にバラつきがあ

るのがわかる 黄 色車両は下流7Rlでも 2台 とも似た

値が取得できた 青 色車両は上流側でデータを取得
できなかった車両の色相値と彩度を取得できた 緑
色車両のデータが取得できていないときは上流lRlと
「lじで彩度の検出面積が小さいときである し かし

図 11の 緑色色相値 1125の 車両は下流側だけで色

相値が取得できている128

図7 色 相グラフ

図 8 色 相値 1266の 赤色車両

国0 色 相値 584の 赤色車両

図 10 緑 色車両
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下流側 色相恒 彩度

赤

235 24 8

2125 53 8

1818 48 8

1476 43 6
コ
４ 43 5

200 2 437

1522 45 3

☆
39 5 58 5

31 5 36 5

青
159

1497

繰 1125 コ
４

表 3 下 流側の有彩色車両の車両情報

5 結 言

色相値と彩度を取得するプログラムをつくり,有
彩色車両の色相値と彩度を取得しプログラムの有効
性の検証をおこなつた 今 回晴れの日30分間の映像
を使用し,上 流lRlと下流lRlを通過した有彩色車両で
の同一車両を対象とした 赤 色の車両は色相値にば

らつきがあるが彩度では高い値を取得できた 黄 色
の車両では校証車両数が少ないが色相値は上流側と

下流側で同じくらいの値が得られた 緑 色車両では
トラックの荷台が緑のシー トで綾われているときの

車両情報である 草 両の特徴となる部分によって車

両を色分けしているので緑色としているが,緑 のシ
ートではほとんど彩度が検出できなかったため車両

情報が得られない結果が多かつた 緑 色と青色の車
両では片lRlでデータが取得できたが反汽Nで はデー

タが取得できないことがある 赤 色の車両色相値に
バラつきがあるのはぅ今回色相値は0～255で取得し
ているが色相値の0と 255は円グラフのようにつな
がつている 赤 色の色相値は0と 255両方の値が取

得できていしまいその結果を平均しているため赤色

車両の色相値にバラつきが生じる結果となつたと考
えられる 今 後は検証用映像の条件を変更してさら
に検証結果を増やしていく
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図 11 色 相値 H25の 緑色車両
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